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表紙：2隻並んで停泊している測量船「昭
洋」と「拓洋」。奥に見えるのはお台場
のレインボーブリッジ。
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グラビア

Japan Coast Guard 

Photogravure

南鳥島ロランＣ局閉鎖
鉄塔を撤去
24th January.2010

爆破で２つに折れ曲がり、倒壊する鉄塔

噴火の様子

福徳岡ノ場の噴火（昭和61年）

福徳岡ノ場の変色水（平成18年）
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福徳岡ノ場の海底噴火
3rd February.2010

海上保安庁では、本土
から約1,950km離れ

た絶海の孤島である南鳥島
において、平成21年12月
1日、南鳥島ロランC局を
閉局しました。これに伴い、
平成22年1月24日にロラ
ンＣ局の鉄塔（213ｍ）の
倒壊作業が行われました。
ロランＣは電波航法の一つ
で、かつては船舶や航空機
の位置を知るために非常に
重要な役割を担っていまし
たが、GPS等の普及によ
り南鳥島ロランＣ局は閉鎖
となりました。

２月3日午前7時45分頃、巡視船やしまは、南硫黄島から北北東約５キロ
メートル付近の福徳岡ノ場（24-17N、141-29E）において、海上か

ら立ち上がる白煙を視認し、海底火山噴火の疑いがあったことから、海上保
安庁では直ちに航行警報を発出しました。
この福徳岡ノ場は、しばしば海底火山の活動がみられており、昭和61年に
は大規模な噴火活動によって島ができましたが、波による浸食で約2ヶ月後
に消滅、これまでに３回新島を形成しましたが、いずれも海没しています。
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Japan Coast Guard 

Photogravure

潜水器密漁船追跡６時間
３名を現行犯逮捕
27th January.2010

１    月27日、姫路海上保安部では、水島、玉野海上保安
部等の協力を得て、兵庫県姫路
港周辺海域でナマコを密漁した
3名を漁業法違反等（無許可潜
水器漁業）で現行犯逮捕しました。
冬季、多数出没する潜水器密漁
船の合同取締りを実施中、無灯
火で潜水器操業をする小型漁船
を発見。巡視艇２隻を現場に急
行させたところ、同船は高速で
逃走を開始したため、夜間の瀬
戸内海を約６時間（約370km）に
わたって逃走しましたが、船艇
・陸上班が連携して追跡した結果、
岡山県倉敷市下津井漁港に入港
したところを現行犯逮捕したも
のです。
小型漁船から潜水設備と20kgナ
マコ入りポリ容器17個（340kg）
を発見しました。

２月10日、羅臼保安署は、羅臼漁協所属の漁船２隻
の船長２名を北海道海面漁業調整規則違反の疑い

で逮捕しました。
同船は、国後島周辺海域において衛星船位測定装置を作
動させずに区域外で操業しており、ロシア国境警備局の
ヘリコプターから銃撃を受けながらも報告をせず、弾痕

羅臼の漁船２隻がロシアから銃撃
北海道海面漁業調整規則違反で２名を逮捕・送致
10th February.2010

をパテなどで補修して
いました。
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THE LAST MESSAGE 海猿
９月１８日公開！

女性職員研修に全国から３８名が参加
1st-2nd February.2010

２月１日から２日の２日間、本庁において全国か
ら研修生３８名が参加し、平成21年度女性職員

研修が行われました。
この研修は、女性職員に対し、意欲的に自らのキャリ
アアップを考え、より高度な業務への取組み意欲を高
めようとする力を養うことなどを目的として実施され
たもので、研修では、辻元国土交通副大臣及び長官に
よる講話をはじめ、部外講師によるコミュニケーショ
ン研修、部内の先輩女性職員による講話、意見交換な
どが行われました。

海上保安庁では、平成16年に公開された映画「海猿」以来、ドラ
マ「海猿 EVOLUTION」、映画「LIMIT OF LOVE 海猿」の撮影

に協力してまいりました。
主人公、仙崎大輔の潜水士としての成長と、ヒロイン伊沢環菜との恋
の行方を描いたこのシリーズは、大ヒットを記録しただけでなく、映
画を通じて海上保安業務のPRに大きく貢献しました。
映画としては第３作目となる「THE LAST MESSAGE 海猿」は、昨年
10月に撮影を終え、9月18日の公開に向けて着々と準備をしています。
公開時期にあわせて、各地でイベントも企画していますので、どうぞ
ご期待ください。

「THE LAST MESSAGE 海猿」
9月18日（土）ロードショー
©2010 フジテレビジョンROBOT ポニーキャニオン
東宝 小学館 エー・チーム FNS27社

辻元国土交通副大臣による講話

研修に参加した女性職員
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海上保安庁海洋情報部

船舶が安全に航行するために
なくてはならない存在なのが海図。

その海図を作製している
海上保安庁海洋情報部にお邪魔した。

明
治
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
る

海
洋
情
報
部
の
海
図
作
り

　
陸
上
交
通
と
異
な
り
、海
上
交
通
で
は
、

針
路
の
海
面
下
の
状
況
を
目
視
で
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
だ
。海
面
下
が
浅
瀬
か
も
知

れ
な
い
し
、底
質
も
砂
地
な
の
か
岩
で
あ
る
の

か
も
分
か
ら
な
い
。船
舶
は
喫
水
線
よ
り
も

浅
い
と
こ
ろ
に
入
り
込
ん
で
し
ま
う
と
座
礁

事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う
。ま
た
海
に
は
潮

の
流
れ
が
あ
る
が
、そ
の
強
さ
や
向
き
も
分

か
ら
な
い
。こ
う
いっ
た
海
底
の
地
形
、底
質・

潮
流
等
を
調
査
し
て
作
ら
れ
た
海
の
地
図
、

そ
れ
が
海
図
だ
。そ
し
て
、こ
の
海
図
を
作
製

し
て
提
供
す
る
の
が
海
上
保
安
庁
海
洋
情

報
部
の
主
な
業
務
の
ひ
と
つ
で
も
あ
る
。

　
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
の
前
身
は
日

本
海
軍
水
路
部
。終
戦
後
に
運
輸
省
水
路

部
と
な
り
、昭
和
23
年
に
発
足
し
た
海
上
保

安
庁
の
水
路
局
を
経
て
翌
昭
和
24
年
に
水

路
部
と
改
称
さ
れ
た
。

　
Ａ
０
サ
イ
ズ
と
い
う
と
て
も
大
き
な
紙

に
印
刷
さ
れ
て
い
る
航
海
用
海
図
は
、縮
尺

が
１
／
３
０
０
０
〜
１
／
１
０
０
万
の
間
で

様
々
な
も
の
が
あ
り
、航
行
す
る
状
況
に
よ
っ

て
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。海
図
は
船
橋
内

で
拡
げ
ら
れ
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
な
ど
で
は
じ
き
出
さ

れ
た
自
船
の
位
置
を
鉛
筆
で
書
き
込
み
、自

船
の
安
全
海
域
を
確
認
し
な
が
ら
航
行
ル
ー

ト
を
決
め
て
い
く
。そ
の
た
め
海
図
に
使
用

さ
れ
る
紙
は
何
度
も
鉛
筆
で
書
き
消
し
を

し
て
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、か
な

船舶の安全をサポートする
海図を作製

取材・撮影／寺尾健
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り
丈
夫
な
紙
を
使
用
し
て
い
る
そ
う
だ
。ま

た
、海
水
を
浴
び
て
も
破
れ
に
く
い
ら
し
い
。

　
海
図
の
最
大
の
特
徴
は
海
に
関
す
る
情

報
量
の
豊
富
さ
に
あ
る
。ま
ず
海
底
の
深
さ

を
細
か
く
数
字
で
表
し
て
い
る
。船
舶
に
と
っ

て
、海
底
の
深
さ
情
報
は
最
も
重
要
な
情
報

だ
。海
底
の
深
さ
は
、干
潮
時
の
水
面
を
基

準
と
し
て
い
る
た
め
、海
図
の
表
記
よ
り
も

浅
く
な
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。こ
こ
が
東
京

湾
平
均
水
面
を
基
準
と
す
る
陸
の
地
図
と

異
な
る
ポ
イ
ン
ト
だ
と
い
え
る
。

　
ま
た
、港
湾
地
区
で
錨
泊
す
る
際
に
は
海

底
の
底
質
も
重
要
で
、海
底
が
岩
場
だ
と
錨

を
揚
げ
る
際
に
外
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
恐

れ
も
あ
る
。そ
の
た
め
、底
質
も
詳
細
に
記

載
さ
れ
て
い
る
。そ
の
他
、沈
没
船
や
魚
礁
な

ど
の
位
置
や
、潮
流
が
速
い
海
域
で
は
潮
流
の

向
き
や
速
さ
な
ど
の
情
報
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
。こ
の
よ
う
な
情
報
が
集
約
さ
れ
て
い
る

の
が
海
図
の
特
徴
だ
。

　
海
図
に
も
地
上
の
地
図
と
同
じ
よ
う
な

海
岸
線
な
ど
の
地
形
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
も
海
図
ら
し
く
航
海
の
目
標
と
な
る

灯
台
な
ど
の
航
路
標
識
、海
岸
地
形
、建
造

物
な
ど
が
事
細
か
に
記
さ
れ
て
い
る
の
が
特

徴
。ま
た
、海
を
ま
た
ぐ
橋
な
ど
の
水
面
か

ら
の
高
さ
も
記
さ
れ
て
い
る
な
ど
、地
上
の
情

報
も
船
舶
の
安
全
を
最
優
先
し
た
も
の
に

な
って
い
る
。

　
海
図
を
作
製
す
る
に
あ
た
っ
て
重
要
な
作

業
と
な
る
の
が
測
量
だ
。か
つ
て
は
水
深
を

12

3

4

1お台場の官庁専用岸壁には測
量船「明洋」のほか「海洋」「天
洋」が着岸していた。2築地
市場のすぐ近くにある、海洋情
報部。このあたりはもともと海
軍の施設があった場所で、海洋
情報部の前身も海軍水路部だっ
た。
3海図には船舶が安全に航行す
るためのあらゆる情報が記載さ
れている。まさに航行に必要不
可欠な存在だ。
4海図はここで作製されている。

The Japan Coas t  Guard  Hydrographic and Oceanographic Department

5 5 



測
る
た
め
に
錘
を
つ
け
た
ロ
ー
プ
を
降
ろ
す

と
い
う
方
法
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、現
在
で

は
音
波
を
用
い
て
、海
底
ま
で
の
往
復
時
間

か
ら
水
深
を
測
定
す
る
方
法
が
主
流
と
な
っ

て
い
る
。特
に
１
９
８
０
年
代
以
後
の
測
量
船

に
は
マ
ル
チ
ビ
ー
ム
音
響
測
深
機
が
搭
載
さ

れ
、航
行
し
な
が
ら
幅
広
い
海
底
の
深
さ
を

効
率
的
に
測
量
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。こ
の
ほ
か
航
空
機
を
用
い
て
浅
海
を

効
率
的
に
調
査
で
き
る
航
空
レ
ー
ザ
ー
測
量

な
ど
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
海
洋
情
報
部
で
は
、海
上
保
安
庁
の
測
量

船
か
ら
の
デ
ー
タ
や
民
間
船
舶
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
情
報
を
集
積
し
て
、海
図
を
作
製
し
て

い
る
。か
つ
て
は
手
書
き
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ

て
き
た
が
、今
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
用
し
た

Ｄ
Ｔ
Ｐ（
デ
ス
ク
ト
ッ
プ・パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
）に

よ
っ
て
編
集
作
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。な

お
、印
刷
に
つい
て
は
以
前
は
海
洋
情
報
部
が

行
な
っ
て
い
た
が
、現
在
は
民
間
が
行
な
っ
て

い
る
。

　
海
図
の
作
製
の
も
う
一つ
の
特
徴
と
し
て
、

航
海
安
全
の
た
め
常
に
最
新
の
情
報
が
記
載

さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。工
事
な
ど
で
港

湾
の
状
況
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
は
日
常
茶

飯
事
。台
風
や
季
節
風
に
よ
る
大
波
や
流
れ

に
よ
って
砂
や
泥
が
運
ば
れ
、地
形
が
変
化
す

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、随
時
測
量
し
新
し
い

情
報
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
必
要
が
あ
る
。小

さ
な
変
化
で
あ
れ
ば
、変
化
し
た
部
分
だ
け

を
記
載
し
た
補
正
図
を
作
製
し
、週
に一
回

1 2 平成16年より英語版海図の作製も行なっている。この海図はイギリスを通じて世界に販売されている。
3 4 5 6 最近は電子海図が普及。GPSなどの情報を組み合わせることによって、自船の位置を表示するこ
とができ、危険海域に入り込んだ場合には警報で知らせてくれる。電子海図でも紙海図の補正図と同様にデー
タの更新が行なわれる。
7 8 海の状況は刻々と変化するが、その範囲が部分的である場合は補正図を作製し、水路通報に掲載している。
9 水路通報はインターネットで入手できる。

1 2

3 5 6

4

7 8 9
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発
行
さ
れ
る
水
路
通
報
に
掲
載
。船
舶
関
係

者
は
こ
の
補
正
図
を
海
図
に
貼
り
付
け
る
な

ど
し
て
海
図
を
更
新
し
て
い
る
。こ
の
補
正

図
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

可
能
だ
。も
ち
ろ
ん
変
化
の
度
合
い
が
大
き

い
場
合
は
、海
図
そ
の
も
の
を
改
版
す
る
こ

と
に
な
る
。

外
国
人
向
け
海
図
や
電
子
海
図
も
作
製

　
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
で
は
、外
国
人

向
け
の
英
語
版
の
海
図
も
作
製
し
て
い
る
。

こ
れ
を
よ
り
広
く
航
海
者
に
使
っ
て
も
ら
う

た
め
、世
界
中
に
販
路
を
有
し
て
い
る
海
図

の
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
と
の
協
力
を
す
す
め
、

平
成
18
年
よ
り
海
上
保
安
庁
が
作
製
し
た

日
本
の
海
図
を
イ
ギ
リ
ス
の
販
路
を
通
じ
て

も
販
売
し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
最
近
は
電
子
海
図
も
普
及
し
て
き
た
。

　
こ
れ
は
紙
の
海
図
を
元
に
作
製
し
た
デ
ジ

タ
ル
デ
ー
タ
の
海
図
だ
。こ
れ
ま
で
は
自
船
の

位
置
を
特
定
し
て
海
図
に
鉛
筆
で
書
き
込

ん
で
い
た
の
だ
か
ら
、電
子
海
図
表
示
シ
ス
テ

ム「
Ｅ
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
」と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
用
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
正
確
性
も
迅
速
性
も
大
幅
に
高

ま
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、自
船
の
速
度
や
航

行
し
て
い
る
向
き
も
瞬
時
に
表
示
す
る
こ
と

が
で
き
る
。ま
た
、自
船
の
喫
水
な
ど
の
デ
ー

タ
を
入
力
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
る
た
め
、

自
船
が
近
づ
け
な
い
浅
い
海
域
も
色
分
け

表
示
さ
れ
る
ほ
か
、海
底
な
ど
に
障
害
物
な

The Japan Coas t  Guard  Hydrographic and Oceanographic Department

　海底の測量は海上保安庁が直接行なう
方法と、港湾関係者などが港湾工事の際
に測量して情報を提供する方法がある。
海上保安庁は大小合わせて13隻の測量
船を所有している。測量船は巡視船とは
異なり、様々な測量のための機器、設備
が搭載されている。特に船尾付近には観
測機材の上げ下ろしや曳航のための大型
クレーンなどが搭載され、これが測量船
の外観的な特徴になっている。
　今回取材させていただいた明洋は平成

2年10月に川崎重工で建造された大型測
量船だ。乗組員は観測科3名を含む24名
で、24時間交替勤務にあたっている。
　明洋のメインとなる任務は海底地殻変
動の観測。これは海底基準局が設置され
ている日本近海の基準点を観測して戻っ
てくるという内容だが、地殻変動により
わずかに動く海底基準局の移動距離を測
定し、地震予知の情報とするのが目的だ。
明洋ではこの海底地殻変動観測を年間の
半分以上行なっている。 案内していただいた渡邊さん。

　もちろん海底の測量や海洋情報の調査も
重要な任務で、明洋の観測室にはたくさん
の観測機器が配備されている。

測量船は特殊装備がいっぱい ー測量船「明洋」ー

大型測量船「明洋」。船底と船尾に
は測量に必要な様々な観測機器が搭
載されている。

測量船「明洋」

海中に向けて音波を発射し、海中に漂っているプランク
トン等からの反射波を受信し、ドップラー効果を利用し
て海水中の各層の流れの向きや速さを測定する装置だ。
日本近海には非常に早い潮流や海流がある。この流れに
乗って移動すれば燃料や時間の節約になるが、逆に向か
う場合には大きな負担となってしまう。観測したデータ
は「海洋速報」として、インターネットや携帯電話など
で船舶関係者に提供され、船舶の効率的な運航に役立て
られているそうだ。なお、この多層音波流速計は、他の
測量船が三層なのに対して、明洋は多層式でより細密な
調査が可能だ。

多層音波流速計

GPSからの位置データなどを
調査機器に送り、各調査機器か
らの測定データを集積する装置。

複合測位装置

7 



ど
が
あ
る
場
合
や
、安
全
海
域
か
ら
外
れ
そ
う
に

な
っ
た
場
合
は
警
報
が
鳴
る
な
ど
、海
難
事
故
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
の
機
能
が
加
わ
って
い
る
。

　
現
在
、世
界
的
に
こ
の
電
子
海
図
表
示
シ
ス
テ

ム
の
搭
載
義
務
化
へ
向
け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、平
成
24
年
度
以
降
新
造
さ
れ
る
一
定
以
上

の
船
舶
へ
の
搭
載
義
務
化
が
本
格
化
す
る
こ
と
か

ら
、今
後
、電
子
海
図
の
刊
行
海
域
の
更
な
る
充

実
や
、国
際
標
準
化
へ
の
対
応
と
し
て
縮
小
表
示

し
た
時
の
情
報
を
見
や
す
く
す
る
こ
と
や
、表
示

水
深
の
精
度
情
報
を
付
与
す
る
こ
と
な
ど
で
、利

便
性
と
信
頼
性
の
向
上
に
取
り
組
む
。

海
図
作
り
ば
か
り
で
は
な
い

海
洋
情
報
部
の
仕
事

　
海
洋
情
報
部
の
仕
事
は
海
図
作
製
だ
け
で
は

な
い
。潮
流
の
状
態
か
ら
天
文
情
報
ま
で
安
全
な

航
海
を
行
な
う
た
め
の
様
々
な
情
報
を
収
集
、提

供
し
て
い
る
。さ
ら
に
我
が
国
の
排
他
的
経
済
水

域
な
ど
の
管
轄
海
域
の
範
囲
を
あ
き
ら
か
に
す
る

た
め
の
調
査
や
大
陸
棚
の
調
査
な
ど
も
重
要
な
業

務
と
な
って
い
る
。

　
ま
た
、海
底
火
山
や
地
殻
変
動
な
ど
を
調
査
し

て
、地
震
や
火
山
噴
火
の
予
知
に
関
す
る
研
究
も

行
な
っ
て
い
る
ほ
か
、津
波
防
災
情
報
や
沿
岸
防

災
情
報
、人
命
救
助
や
油
除
去
の
た
め
の
漂
流
予

測
な
ど
の
情
報
も
提
供
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
実

は
私
た
ち
の
生
活
に
も
密
着
し
て
い
る
の
が
海
洋

情
報
部
の
特
色
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
の
１
階
に
は
海
洋

情
報
資
料
館
が
あ
り
、毎
週
水
曜
日
の
13
〜
17
時

測量船が曳航するエアガンと呼
ばれる装置から圧縮空気を海底
に向けて発射して、その跳ね返
り方で海底下の地層を調査する。
岩などの硬い海底は跳ね返り方
が早く、泥などは跳ね返り方が
遅いという特性を利用したもの
だ。この調査では海底から数キ
ロ～十数キロメートル下までの
様子が分かる。地層のずれ具合
から、活断層の分布を調べるこ
とができ、阪神淡路大震災の調
査でも活躍したそうだ。

地層探査機

船底から複数の音波ビームを同時に発射し、水深の３
倍以上の幅で水深の値を一度に測定することができる
装置。海底地形を効率よく詳細に調べることが可能だ。

マルチビーム音響測深機

船尾に装備された１２連装ランチャーからリモコン
でセンサーを海中に投下する。センサーは銅線で船
上の本体に繋がっており、連続的に水温や塩分等の
データを船上に送ってくる。センサーは１行動で２
０本ほど打つという。センサーには深さや調査項目
で様々な種類があり、水温のみを調査するのがＸＢＴ、
水温と塩分を調査するのがXCTD、得られたデータ
は音響測深機等の音波を使用する機器で得られたデ
ータの音速の補正にも使用されるそうだ。

投下式鉛直水温連続測定装置

地磁気の強さを測る装置。船体の磁力の影響を受けな
いように、センサーを船尾から曳航しながら測定する。
海底の基盤を構成する岩石は、出来た時の地磁気の状
態を持ち続けていることから、その磁力を調べること
によって、それが出来たときの状態が分かるそうだ。

曳航式プロトン磁力計

これも音波を利用して海底の地層を
調べる装置。地層探査機より高周波
数の音波を使用するため、表層しか
調査できないが、その代わり、細か
な地層の状態を把握できるそうだ。

表層探査装置

船体の動揺が最も小さい
船体中央部にセンサーを
搭載し、海上重力を測定
する装置。海底下に密度
の高い物質があれば、そ
の分、重力が大きくなり、
逆に密度の小さいものが
あれば、重力が弱くなる
そうだ。

海上重力計
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に
開
館
し
、海
洋
情
報
部
の
仕
事
の
歴
史
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。こ
こ
に
は
伊
能
忠
敬
が
作
製
し

た
大
日
本
沿
海
輿
地
全
図
の
模
写
も
展
示
さ
れ

て
い
る
。伊
能
図
と
呼
ば
れ
る
こ
の
歴
史
的
地
図

は
原
本
、副
本
と
も
に
消
失
し
て
お
り
、模
写
の
み

が
当
時
を
物
語
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、大
変

貴
重
だ
。

　
ま
た
、海
洋
情
報
部
に
は
、海
の
相
談
室
も
設

置
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
は
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
に
関
す

る
こ
と
は
も
と
よ
り
、海
の
調
査
、研
究
に
関
す
る

質
問
や
相
談
も
受
け
付
け
る
ほ
か
、新
旧
海
図
の

閲
覧
も
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、海
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
調

べ
、私
た
ち
に
そ
の
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
の

が
海
洋
情
報
部
だ
。

The Japan Coas t  Guard  Hydrographic and Oceanographic Department

【海の相談室】
利用案内
■利用時間 午前10時～12時、午後13時～17時
■利用料 無料
■休館日 土・日曜、国民の祝日及び年末年始
■所在地 東京都中央区築地5－3－1
 （海洋情報部１階）
■電話 03-3541-4296
■FAX 03-3545-2885
■E-MAIL consult@jodc.go.jp

1 2 3 4 海洋情報資料館には、海軍水路部から海上保
安庁海洋情報部に至るまでの様々な資料が展示されている。
特に伊能図の模写は、原本と副本が消失している現在、非
常に貴重だ。
5 海に関する様々な質問に答えてくれる海の相談室。新
旧の海図も閲覧可能だ。

2 1

3

4 5
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いざ乗船。

防波堤の灯台の中にあるはしごを上る。５段もあってけっ
こうきつい。

灯台見回り船「こううん」。50総トンで、海上保安庁の船としては小さい方。

海に浮かぶ灯浮標

　
２
月
５
日
（
金
）、
明
石
城
西
高
校
新
聞

部
は
神
戸
海
上
保
安
部
と
淡
路
島
に
あ
る

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
た
。

海
上
保
安
庁
を
取
材
し
て
み
ま
せ
ん
か
と

い
う
お
誘
い
に
喜
ん
で
応
じ
た
も
の
の
、

海
難
救
助
な
ど
の
仕
事
く
ら
い
し
か
思
い

浮
か
ば
な
か
っ
た
。
海
上
保
安
庁
の
仕
事

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
今
回
は
船
で
淡

路
島
に
渡
り
、
灯
台
の
保
守
や
航
路
管
制

な
ど
、
交
通
安
全
業
務
を
中
心
に
取
材
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
神
戸
海
上
保
安
部
の
前
の
波
止
場
か
ら
、

灯
台
見
回
り
船
「
こ
う
う
ん
」
に
乗
船
。
冷

た
い
北
風
が
吹
き
、
船
が
揺
れ
る
。
船
の
柵

に
摑
ま
り
な
が
ら
操
舵
室
へ
行
く
と
、
そ
の

中
は
暖
か
だ
っ
た
。

　
波
止
場
を
出
航
し
た
「
こ
う
う
ん
」
は
広

い
海
を
自
由
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
陸
地
に
道

路
が
あ
る
よ
う
に
、
海
に
も
航
路
が
あ
っ
て
、

船
は
そ
れ
に
従
っ
て
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
際
、
船
が
正
し
く
航
路
を
通
過
し
て
い

る
か
を
知
る
指
標
に
な
る
の
が
航
路
標
識
で

あ
る
。

　
航
路
標
識
の一つ
に
灯
台
が
あ
り
、
私
た
ち

は
ま
ず
神
戸
港
の
防
波
堤
に
寄
っ
て
、
灯
台

を
見
学
し
た
。
こ
こ
は
神
戸
港
の
入
り
口
に

あ
た
り
、
こ
の
灯
台
は
神
戸
港
に
入
港
す
る

船
の
目
印
に
な
る
。中
は
薄
暗
く
、案
外
狭
い
。

保
安
官
の
方
々
と
部
員
が
入
っ
た
ら
フ
ロ
ア
が

一
杯
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
っ
す
ぐ
の
は
し
ご

が
上
に
伸
び
て
い
る
。
大
き
な
灯
台
は
螺
旋

階
段
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
の
こ
と

だ
が
、
こ
の
灯
台
の
規
模
が一
般
的
ら
し
い
。

　
レ
ン
ズ
は
は
し
ご
を
上
っ
た
一
番
上
に
あ
る
。

光
源
は
、
昔
は
白
熱
灯
だ
っ
た
が
、
現
在
は

環
境
・
経
済
面
か
ら
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
使
わ
れ
て
い
る
。

電
源
も
太
陽
光
パ
ネ
ル
が
デ
ッ
キ
部
分
に
設

置
さ
れ
て
い
た
。

　
他
に
も
、
点
灯
時
間
の
管
理
を
以
前
は
手

動
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
た
が
、
今
は
丸
い
形
の

日
光
弁
と
い
う
も
の
が
取
り
付
け
て
あ
り
、

そ
れ
が
明
度
を
感
知
し
て
点
灯
、
消
灯
の
タ

イ
ミ
ン
グ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
。
こ
う

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
昼
間
に
暗
く
な
っ
て
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

兵庫県立
明石城西高等学校

高校生現場ルポ

今回は、明石城西高校新聞部
のみなさんが第五管区海上保
安本部の施設を取材しました。

高校生現場ルポ

　
再
び
船
に
乗
っ
て
港
外
へ
。
海
に
浮
か
ん
で

い
る
「
灯
浮
標
」
が
目
に
付
く
。
こ
れ
も
航

路
標
識
の
一つ
で
、
海
の
障
害
物
や
航
路
を

示
し
て
い
る
。

　
北
風
が
強
い
せ
い
か
、
揺
れ
る
船
に
部
員
の

１
名
が
酔
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、
保
安
庁

の
方
々
は
慣
れ
た
も
の
で
、「
海
の
上
で
は
娯

楽
が
限
ら
れ
る
か
ら
」
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り

ゲ
ー
ム
を
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
そ
う
だ
が
、

そ
れ
で
も
な
ん
と
も
な
い
と
の
こ
と
。

　「
楽
し
み
な
の
は
日
々
の
食
事
」
と
案
内

を
し
て
く
だ
さ
っ
た
重
久
さ
ん
は
語
る
。

　
船
は
淡
路
島
の
交
流
の
翼
港
に
着
く
。
車

に
乗
っ
て
向
か
っ
た
の
は
、
現
存
す
る
石
造
り

の
も
の
で
は
日
本
で
3
番
目
に
古
い
も
の
で
、

明
治
３
年
か
ら
4
年
に
か
け
て
建
築
さ
れ
た

と
い
う
江
埼
灯
台
。
長
い
階
段
を
上
っ
て
着

い
た
と
こ
ろ
に
ず
ん
ぐ
り
と
し
て
か
わ
い
い
灯
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灯
台
見
回
り
船
「
こ
う
う
ん
」
に
乗
る

環
境
に
も
配
慮
さ
れ
た
灯
台

淡
路
島
へ

近
代
化
産
業
遺
産
の
江
埼
灯
台



大阪湾海上交通センター管制室にあるレーダー運用卓。画面には
レーダーでキャッチされた船の位置が示されている。

兵庫県立明石城西高等学校新聞部
兼田 恭江（2年生）　川崎 貴之（2年生）
竹内 貴弥（2年生）　堀内   駿 （2年生）

屋上には大きなレーダーが回転していた。

江埼灯台。日本で8番目に建設された石造り灯台で、阪神・淡路大震災のときに石積みが
ずれたものの、明かりは消えなかったという。高さは8.3ｍ。中は木材を貼り付けていて、石造
りには見えない。昔使っていた石造りの暖炉がそのまま残されている。

　
運
用
管
制
課
で
は
、
航
行
し
て
い
る
船
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
処
理
さ
れ
た
画
面
で
監
視
し
、

安
全
に
航
行
で
き
る
よ
う
情
報
提
供
し
て
い

る
。
画
面
に
は
、
明
石
海
峡
を
航
行
す
る
多

数
の
船
が
示
さ
れ
て
い
た
。
室
内
に
は
大
き
な

窓
ガ
ラ
ス
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
海
と
航
行
す
る

船
が
見
え
る
が
、
レ
ー
ダ
ー
映
像
画
面
を
見
な

が
ら
双
眼
鏡
や
、
隅
に
あ
る
望
遠
鏡
で
船
の

位
置
を
確
認
す
る
こ
と
も
あ
る
。
航
行
し
て

い
る
船
の
な
か
に
は
、
パ
ナ
マ
国
籍
や
中
国
国

籍
の
船
も
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
外
国
船
に
対
す
る
情
報
提
供
、
交

信
は
、基
本
的
に
は
英
語
で
行
わ
れ
る
そ
う
だ
。

どちらの灯台にも
先端に風見鶏が
あった。これはか
つて灯台では気
象観測も行って
いて、その名残で
ある。

大阪湾海上交通センターから見える明石海峡大橋。

私たちを案内してくださった、第五管
区海上保安本部の重久課長補佐。

11 

取材を終えて
　明石海峡は一日平均838隻の船が行き来す
る過密航路である。いかなご漁の時期にはさ
らに多くの船が狭い海峡にひしめくことにな
る。その分、事故の危険性も高い。一昨年に
起こったゴールドリーダー号沈没事故が思い
出される。ちょうどいかなご漁の時期と重な
って、漁に大きな影響を与えたことは明石に
住む私たちには印象深い出来事だった。
　それ故に、海の安全を守る仕事がいかに大
切なことかがよくわかる。海上保安庁の職員
の方々の、地味だけれども使命感を持って仕
事をされている姿を目の当たりにして、この
ような人たちがいるからこそ、海の安全が保
たれているのだと知ることができた。

台
が
あ
っ
た
。
灯
室
に
上
る
と
巨
大
な
レ
ン
ズ

が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
最
新
の
免
震
装
置
が

支
え
て
い
た
。

　
こ
の
江
埼
灯
台
で
は
明
治
４
年
か
ら
昭
和

33
年
ま
で
気
象
観
測
が
行
わ
れ
て
い
て
、
そ

の
結
果
を
気
象
庁
に
送
っ
て
い
た
と
い
う
。

他
に
も
、
電
報
を
扱
う
灯
台
も
あ
っ
た
。「
灯

台
長
は
村
長
並
み
に
え
ら
か
っ
た
ら
し
い
」
と

交
通
課
課
長
の
有
本
さ
ん
。

　
か
つ
て
職
員
が
常
駐
し
て
い
た
江
埼
灯
台

だ
が
、
今
は
無
人
で
あ
る
。

　
再
び
車
に
乗
っ
て
着
い
た
の
が
大
阪
湾
海

上
交
通
セ
ン
タ
ー
で
あ
っ
た
。
山
の
頂
上
に
そ

れ
は
あ
っ
て
、
海
が一
望
で
き
る
。
明
石
海
峡

を
通
過
す
る
船
舶
を
管
制
し
、
安
全
運
航
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
す
る
た
め

に
、
現
在
51
名
の
職
員
が
こ
の
山
上
で
活
動

し
て
い
る
。

　　
情
報
課
で
は
ラ
ジ
オ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な

ど
で
海
上
の
交
通
情
報
や
気
象
情
報
を
伝
え

て
い
る
。
ラ
ジ
オ
放
送
は
日
本
語
・
英
語
版

が
あ
る
。
原
稿
を
書
く
の
は
人
間
だ
が
、
放

送
は
機
械
に
よ
る
合
成
音
声
で
行
わ
れ
て
い

る
。
情
報
提
供
エ
リ
ア
は
広
く
、
ラ
ジ
オ
放

送
に
つ
い
て
は
大
阪
湾
及
び
播
磨
灘
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
高
知
県
か
ら
和
歌
山
県
沖

ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
。
本
棚
に
は
和
英
辞

典
も
あ
っ
た
。

大
阪
湾
海
上
交
通
セ
ン
タ
ー
か
ら
眺
め
る

情
報
課

運
用
管
制
課



１月26日　広島

太刀魚入り魚網が漂流!?
1月26日、広島航空基地所属航空機は、呉
市蒲刈島南方約３kmの海上に漁網に入っ
た大量の太刀魚が漂流しているのを発見、
呉海上保安部所属巡視艇「おとかぜ」が調
査にあたりました。翌日になって、「揚網
中に網が切れ、沈んだ」と話す所有者が現
れ、引き渡すことができました。

ニ

ュ

ー

ス

・

フ

ラ

ッ

シ

ュ

２月16日　函館

函館機動救難士
氷下潜水訓練
２月１６日、函館市内の矢別ダム
にて、函館航空基地機動救難士５
名により厳冬期の海難対応を想定
し、水温マイナス１℃、厚さ５０
㎝以上の氷下における水中作業及
び緊急時対応訓練を目的に潜水訓
練を実施しました。

２月17日～19日

タイ王国へ航空機を派遣
アジア各国との海賊等に関する相互連携の推進・強化
の一環として、東南アジアの海賊行為の発生する蓋然
性が高い海域（公海）の巡視警戒及び情報収集等を目
的に、那覇航空基地所属「ファルコン900」をタイ王
国へ派遣しました。

１月11日　インド

日印海上保安機関長官級会合
１月１１日、インド（デリー）において、日印海上保安機関長官級会合が開催され、海上セキュリティー・海賊対策・捜索救助・流
出油防除等、幅広い分野での意見交換を実施し、両機関の協力関係及び交流を更に推進していくことを合意しました。

タイ政府関係者
との意見交換
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>> PICK UP NEWS 

イベントを全国各地で開催

巡視船等による海氷観測

第一管区海上保安本部では、巡視船や航空機で海氷
観測を実施するとともに、オホーツク海等を航行す
る船舶が、海氷により閉じ込められる等の海難を防
止するため、12月20日から「海氷情報センター」
を開所し、情報を提供しています。

【第一管区海上保安本部】

❶船体着氷除去作業（紋別海上保安部所属巡視船「そらち」）
❷千歳航空基地所属航空機「おおわし」による海氷観測
❸釧路海上保安部所属巡視船「そうや」による海氷観測

越前岬灯台一般公開（敦賀海上保安部）巡視船みずほ一般公開（第四管区海上保安本部）

海上保安展示会in盛岡
（第二管区海上保安本部／釜石海上保安部）

海上保安118番デイ（宮城海上保安部）海上保安庁パネル展（第九管区海上保安本部） 練習船こじま一般公開（大阪海上保安監部）

海氷情報センターＵＲＬ 
http://www1.kaiho.mlit.go.jp/KAN1/1center.html

❶

❷ ❸
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http://www.kaiho.mlit.go.jp/saiyou/bosyu/index.html

海上保安大学校・海上保安学校採用試験
海上保安庁では、当庁の職員の養成機関である海
上保安大学校及び海上保安学校の学生を募集して
います。
試験は、高等学校等卒業者を対象に行われます。
試験の日程については、右のとおりです。
詳しくは、最寄りの海上保安本部または海上保安
庁総務部教育訓練管理官
（☎03-3580-0936）まで
お気軽にお問い合わせく
ださい。

学生採用試験ＨＰ

巡視船艇・航空機によるパレードや海難救助訓練など、
日頃皆様が目にする機会の少ない海上保安庁の業務を
ご覧いただけます。

観閲式一般公募 ～2000名をご招待！～

①応募は１通につき２名まで可能です。（お一人様１通限り）。
②応募者多数の場合は抽選とし、抽選結果は、４月下旬頃、代表者への乗船券の発送をも
って発表に代えさせていただきます。
③未就学児はご遠慮ください。

応募方法
はがき又はインターネットで応募できます。インターネット
応募については、海上保安庁ホームページをご覧ください。

公募〆切りは４月１６日必着

■応募の際の注意事項

※応募の際にご入力いただいた個人情報は、観閲式一般公募の事務のみに使用いたします。

■実施日時
平成22年５月29日（土）・30日（日）
出港予定／午後１時頃　帰港予定／午後５時頃
※悪天候等で中止になる場合があります 
■乗下船場所
東京港・晴海ふ頭 （実施場所：東京湾・羽田沖海域）
■乗船予定船
ヘリコプター搭載型巡視船 

はがき記入要領
普通はがきに上記記入要領のとおりご記入ください。

表面 裏面

乗
船
希
望
日 

　
又
は 

　
の
う
ち
１
日

代
表
者
の
郵
便
番
号
・
住
所

代
表
者
の
氏
名
・
年
齢

同
伴
者
の
氏
名
・
年
齢

29日

30日

東
京
都
千
代
田
区

　
　
霞
が
関
二
の
一
の
三

海
上
保
安
庁
広
報
室

　
　
　
　
　
　
観
閲
式
　
係

郵便はがき

1 0 0 8 9 1 8

平成22年度採用試験日程

■海上保安大学校学生採用試験
【受付期間】8月26日～9月7日　【第一次試験】10月30日、31日
【採用予定日】平成23年4月1日

■海上保安学校学生採用試験
【受付期間】7月20日～8月3日　【第一次試験】9月26日
【採用予定日】平成23年4月1日

■海上保安学校学生採用試験（特別）
【受付期間】4月1日～4月8日　【第一次試験】5月16日
【採用予定日】10月1日




